
学びの扉1年 p.96

個
性
豊
か
な
生
徒
た
ち
の
、名
前
と
ち
ょ
こ
っ
と
メ
モ
を
掲
載
。

吹
き
出
し
（
対
話
）
で
分
か
り
や
す
く
。 

漫
画
に
も
登
場
し
た
生
徒
た
ち
が
活
躍
。

「
学
習
の
つ
な
が
り
」
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る 

本
編
教
材
を
提
示
。

「
生
活
へ
の
広
が
り
」
に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る 

他
教
科
の
学
習
や
生
活
の
場
面
を
、一
コ
マ
漫
画
で
例
示
。

最後のコマには，含みのあるコトハのせりふが。答え（課題 
解決）は，コトハが誘導する「学びを支える言葉の力」で。

漫画で発見した課題を，基礎編「学びを支える言葉の力」で解決。

事実と考えを区別する（学びの扉）

　「事実と考えを区別する」の漫画では，理奈さんが考え
を事実のように述べてしまったことを発端に，言い争いが
始まります。

事実と考えを区別する（【基礎編】学びを支える言葉の力）

　基礎編「事実と考えを区別する」では，「事実」とは何か，「考え」とは
何か，なぜ「事実」と「考え」を区別しなければならないのかを，具体例
とその解説を通して学んでいきます。

事実と考えを区別する 　　 私のタンポポ研究
　基礎編「事実と考えを区別する」で学んだことは，事実と考えを区
別して読んだり，書いたり，話したりする活動に生きてきます。本編
の漫画の後には，最も関連の深い「私のタンポポ研究」が続きます。

なぜ，基礎編「学びを支える言葉の力」が効果的なのか
　中学1年では，事実と考えとの関係を捉えて読んだり，書いたり，話したりすることを学びます。
しかし，そもそも「事実」や「考え」とは何かが理解できていなければ，関係を捉えることもでき
ません。基礎編「学びを支える言葉の力」は，そうした基礎的な資質・能力を扱っているのです。

裏面へ

【基礎編】 学びを支える言葉の力1年 p.230～

パンフレット本体の 
p.6もご覧ください。

「
言
葉
の
力
」が
身
に
つ
く
仕
組
み

「
考
え
よ
う
」で
課
題
を
確
認
。

「
ポ
イ
ン
ト
」で
重
要
事
項
を
確
認
。

日
常
生
活
で
あ
り
が
ち
な
、「
言
葉
の
力
」に
関
す
る
つ
ま
ず
き
を
漫
画
に
。主
体
的
に
課
題
を
発
見
。

図
解
で
分
か
り
や
す
く
。

身
近
な
具
体
例
で
考
え
る
。
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生
徒
の「
問
い
か
け
」で
課
題
を
意
識
。

教
材
冒
頭
の「
問
い
か
け
」と「
目
標
」、「
言
葉
の
力
」、 

「
振
り
返
り
」
は
そ
れ
ぞ
れ
対
応
。
こ
の
教
材
で
身

に
つ
け
る
力
を
意
識
し
続
け
ら
れ
る
構
成
に
。

「
学
び
の
扉
・
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」 

と
の
つ
な
が
り
を
確
認
。

「
振
り
返
り
」
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で 

ま
と
め
、
身
に
つ
け
た
力
を
確
認
。

身
に
つ
け
る
力
を
「
言
葉
の
力
」 

で
確
認
。

考えを述べるときには，なぜ根拠を挙げる必要があるのかを学習。

私のタンポポ研究
　「私のタンポポ研究」では，事実と考えとの関係を捉えて読むことを
学習します。「事実と考えを区別する」で学んだ，事実とは何か，考え
とは何かについての理解が，「私のタンポポ研究」の学習に生きてきます。

読
む 　
　

 

書
く 　
　

 

話
す
・
聞
く

　
同
じ
ま
と
ま
り
の
中
の
「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
・
聞
く
」
教
材
は
、

緩
や
か
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
前
の
教
材
で
身
に
つ
け
た
「
言
葉
の
力
」

を
生
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
「
言
葉
の
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
事
実
と
考
え
を
区
別
す
る
」
と
「
私
の
タ
ン
ポ
ポ
研
究
」

で
の
、
事
実
と
考
え
と
の
関
係
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
次
の
「
根
拠
を
挙

げ
て
考
え
を
述
べ
る
」
と
「
根
拠
を
明
確
に
し
て
書
こ
う
」
で
は
、
根
拠

を
挙
げ
て
意
見
文
を
書
く
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

基
礎
編
「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
の
扱
い
方

　
導
入
「
学
び
の
扉
」
か
ら
基
礎
編
「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
へ
、

そ
し
て
続
く
本
編
の
三
領
域
の
教
材
へ
、
と
い
う
順
序
で
学
習
す
る
の
が

最
も
効
果
的
で
す
。

　
一
方
で
、
先
に
基
礎
編
「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
の
全
教
材
を
ひ

と
と
お
り
学
習
し
、
そ
の
後
本
編
の
三
領
域
の
教
材
を
学
習
す
る
際
に
、

適
宜
振
り
返
る
と
い
う
扱
い
方
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
漫
画
で
導
入
し
た
り
、
吹
き
出
し
や
図
解
を

用
い
た
り
し
て
、
生
徒
が
興
味
を
持
っ
て
、
一
人
で
読

み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
庭
で
の
予
習
と
し
て
扱
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

「学びを支える言葉の力」の 6 系統

学びを支える
言葉の力 分析する力

伝え合う力 整理する力
論
理
的
な

言
葉
の
力

対
話
的
な

言
葉
の
力

文
学
的
な

言
葉
の
力

「
根
拠
を
挙
げ
て
考
え
を
述
べ
る
」
で
の
学
び
を
生
か

し
て
、
意
見
文
を
書
く
学
習
へ
。

事
実
と
考
え
と
の
関
係
を
捉
え
る
学
習
が
終
わ
っ
た
ら
、

次
は
、
根
拠
を
挙
げ
て
考
え
を
述
べ
る
学
習
へ
。

「
事
実
と
考
え
と
の
関
係
」
や
「
根
拠
」
に
つ
い
て
の

学
び
を
生
か
し
て
、
ス
ピ
ー
チ
の
学
習
へ
。

論理的思考力の系統だけじゃなく，

感性・情緒の系統やコミュニケー

ションの系統もあるよ。

読む1年 p.97～1年 p.106書く1年 p.107～話す・聞く1年 p.112～

「
目
標
」を
確
認
。

議論する力

表現する力

解釈する力

学びの扉

1年 p.234～ 【基礎編】 学びを支える言葉の力
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